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(内容）

１．2022年12月期 決算概要

２．2023年度の業績予想

３．2023年度の施策

※ 本資料における数値について
・ 金額は億円未満を切捨て、事業利益については一部千万円未満を切捨てで表示しています。
・ %については小数点第2位を四捨五入し、小数点第1位まで表示しています。



2022年12月期 決算概要

売上収益： 国際事業が牽引して増収
事業利益： 世界的な原材料価格高騰、国内事業販促の強化により減益
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※１ 親会社の所有者に帰属する当期利益

※２ 修正計画は2022年12月期 第2四半期決算短信の連結業績予想の数値

単位：億円

比率 増減率 増減率

売上収益 2,056 - +159 +8.4% +36 +1.8%

事業利益 128 6.2% △13 △9.4% +21 +19.7%

営業利益 127 6.2% △12 △8.9% +19 +18.1%

当期利益※ 91 4.4% △6 △6.6% +22 +32.1%

22年度実績 前年比 修正計画比

※１

※2



2022年12月期 セグメント別業績
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国内： 飲料が下期好調、食品他が外食需要回復により増収、原材料価格高騰などにより減益

国際： フードサービス業態や食品メーカー等へのトマト加工の販売が堅調で増収・増益

売上収益 単位：億円 事業利益 単位：億円

22年度 21年度 22年度 21年度

対前年 増減率 実績 対前年 増減率 実績

飲料 759 +4 +0.6% 754 67.9 △14.4 △17.6% 82.4

通販 135 +0 +0.4% 135 15.2 +0.9 +6.9% 14.3

食品他 484 +7 +1.6% 477 22.0 △12.5 △36.2% 34.5

国内加工食品計 1,379 +12 +0.9% 1,367 105.2 △26.0 △19.8% 131.3

国内農事業 95 +0 +0.4% 95 4.4 +1.6 +56.9% 2.8

国際事業 678 +170 +33.6% 507 36.0 +12.4 +52.7% 23.6

その他/調整額 △97 △23 ー △73 △17.7 △1.3 ー △16.4

合計 2,056 +159 +8.4% 1,896 128.0 △13.2 △9.4% 141.3

①

②



国内加工食品事業 飲料（増収減益）

• 「野菜生活100」は、前年の内食需要の反動があり減収

• 野菜一日これ一本は、機能性を表示した新商品の増分もあり増収

• トマトジュースは、美容や健康への期待でユーザーが広がり増収

• 事業利益は、原材料価格の高騰などにより減益

野菜生活１００ブランド 95.5%
（下期：97.3％）

野菜一日これ一本
103.6%

トマトジュース
108.1%

植物性乳酸菌 ラブレ
109.4%

機能性表示食品の新商品
（22年3月～）



国内加工食品事業 通販（増収増益）
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• 野菜飲料は減収、サプリメントや野菜スープは好調に推移

野菜飲料 全体
97.9%

サプリメント
105.7%

野菜スープ 112.3%

89.2%



国内加工食品事業 食品他（増収減益）
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• ２２年４月に価格改定したトマトケチャップは回復基調、プラントベースフード伸長

• 業務用食品は外食需要の回復に伴い堅調に推移

• 原材料価格の高騰などにより減益

トマトケチャップ
98.0%

業務用食品 108.1％家庭用食品 98.5%

プラントベースフード
約80％増



農事業（増収増益）
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• 天候不順により生鮮トマトの調達量は減少も、市況が前年を上回り増収・増益

• 付加価値の高いトマトの販売が好調に推移

東京中央卸売市場ホームページ市場統計情報より作成

生鮮トマトの市況推移



国際事業（増収増益）
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• Kagome Inc.は外食需要の回復を成長に取り込み増収・増益

• HITは、世界的に需給が逼迫しているトマトペーストの価格上昇を受け増収・増益

• カゴメオーストラリアは日本カゴメ向けのアップルペーストなどが販売好調で増収も、

洪水被害（第４Q）の一時的な損失などにより減益

売上収益 単位：億円 事業利益 単位：億円

22年度 21年度 22年度 21年度

対前年
対前年
(為替影響除く)

対前年
対前年
(為替影響除く)

米国Kagome Inc. 319 +91 +37 227 20.6 +10.5 +7.2 10.0

ポルトガルHIT 153 +48 +38 105 11.4 +5.8 +5.0 5.6

カゴメオーストラリア 95 +13 +3 82 0.9 △4.1 △4.2 5.0

米国UG 52 +8 △0 44 2.1 △1.0 △1.3 3.2

台湾可果美 46 +7 +2 38 5.1 +1.2 +0.7 3.8

その他 10 +0 +1 10 △ 4.1 +0.0 +0.0 △ 4.2

国際事業　計 678 +170 +84 507 36.0 +12.4 +7.3 23.6
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国内加工食品事業の大幅な原価上昇を、原価低減や価格改定、

農事業・国際事業の利益でカバーしきれず減益

事業利益の増減要因

①価格改定による
利益効果 ７億円含む

②

①売上増に伴う利益増 ＋12 ： 食品他の価格改定効果＋7を含む
②原価変動、原価低減など ▲35 ： 原価変動▲49・・・原材料▲33(為替影響▲9)、エネルギー▲6、減価償却費▲5、

原価低減＋14・・・委託費用削減＋6など

③

＋１



営業利益、当期利益の増減要因
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事業利益の減少を受け、営業利益、当期利益とも減益

実効税率は各国の税制優遇措置などで低下し、当期利益の減少幅は縮小

増減要因
➀実効税率△5.9pt…低税率海外子会社の増益、各国税制優遇措置等
②非支配持分に帰属する損益＋4.3…ポルトガル子会社HITの増益等

①

②

単位：億円
22年度 21年度 増減

事業利益 128.0 141.3 △13.2

その他の収益 7.1 6.7 +0.3

その他の費用 7.6 8.0 △0.3

営業利益 127.5 140.1 △12.5

税前利益 125.5 138.8 △13.2

法人所得税費用 27.9 38.9 △11.0

実効税率 22.2% 28.1% △5.9pt

非支配持分に帰属する損益 6.5 2.2 +4.3

当期利益 91.1 97.6 △6.4



２．2023年度の業績予想
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売上収益 単位：億円 事業利益 単位：億円

23年度計画 22年度 23年度計画 22年度

対前年 増減率 実績 対前年 増減率 実績

飲料 732 △27 △3.6% 759 29.0 △38.9 △57.3% 67.9

通販 138 +2 +1.6% 135 11.0 △4.2 △28.0% 15.2

食品他 505 +20 +4.2% 484 5.0 △17.0 △77.3% 22.0

国内加工食品計 1,375 △4 △0.3% 1,379 45.0 △60.2 △57.3% 105.2

国内農事業 105 +9 +9.6% 95 3.0 △1.4 △33.2% 4.4

国際事業 760 +81 +12.0% 678 43.0 +6.9 +19.2% 36.0

その他/調整額 △110 △12 ー △97 △17.0 +0.7 ー △17.7

合計 2,130 +73 +3.6% 2,056 74.0 △54.0 △42.2% 128.0

2023年12月期 セグメント別業績予想
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• 国内加工食品事業は価格改定による一時的な売上数量の落ち込みを見込み減収

• 事業利益は価格改定を上回るコスト上昇を見込み減益

• 国内農事業は調達量の回復により増収、エネルギー価格の上昇などにより減益

• 国際事業はフードサービス業態等にむけたトマト加工品の販売が伸長して増収・増益

①

②

③



2023年度 事業利益の増減要因
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大幅な原価上昇を、原価低減・価格改定（②）、農事業・国際事業の利益でカバーしきれず減益
販売数量の減少による減益リスク（③）を、増益のチャンスに変えられるように、
価格改定後の需要喚起策を、機動的かつ効率的に投入して、早期に成長基調に乗せる

②価格改定による増益 ＋96億円

③価格改定による販売数量
の減少に伴う減益リスク
△39億円

需要喚起策を機動的かつ
効率的に投入して、
早期に成長基調に乗せる

単位：億円

＋α

①原価上昇影響
△１２７億円



３．2023年度の施策
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• 国内は価格改定後の需要の減少を最小限に食い止め、早期に成長基調に乗せること

• 国際はトマトペーストの安定的な生産・調達と増加するコストの適切な価格転嫁

• 米国の堅調な外食需要を大きなチャンスと捉え、新規の取引先を増やす

2023年度 活動のポイント

国際事業の更なる成長

家庭用 １５１品目
（飲料86品目、食品６５品目）

業務用 １７８品目
（飲料３３品目・食品１４５品目）

出荷価格改定商品（３２９品目）の需要喚起



飲料 2023年度の主な施策

野菜飲料に対する興味や関心を喚起するために、他の健康飲料には真似できない、

野菜飲料の独自価値を際立たせ、“野菜を補うことができる”以上の価値を浸透させる
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市場規模：カゴメ調査
シェア：株式会社インテージSRI+/金額シェア/全国/SM+CVS+DRG+HC

カゴメWEB調査/各年12月

野菜飲料市場は、豆乳・乳酸菌・植物性ミルク等に

流出して縮小傾向
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飲料 2023年度の主な施策

“野菜の彩りあざやかな色”に着目して、誰もが明るく、前向きになれるポジティブな情緒価値を、

野菜の機能価値とともに発信する
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飲料 2023年度の主な施策

野菜飲料の独自価値を強化するための「バリューアップ」

1919

全野菜生活スムージの
リニューアル

（ex パッケージに表示する栄養
価値の読みやすさ向上など）

“あざやかな野菜の色”
プロモーション展開（４月～）
※詳細は３月上旬までに発表予定

野菜摂取量UP（野菜汁６０％→７０％）

商品政策 プロモーション



飲料 2023年度の主な施策

2020３月２８日 新発売

美容・リラックスニーズの獲得

２月２８日 新発売



飲料 2023年度の主な施策

2121３月２１日 新発売 ３月リニューアル予定 ３月28日 新発売

新領域の拡張



食品他 2023年度の主な施策
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• 物価高騰に伴う節約志向の高まりによる

内食・中食の増加

• 国内旅行やインバウンドの回復に伴う、

ホテルや外食需要の拡大

家庭用食品 業務用食品

ラインナップ拡充による

メニューレパートリーの提案

オムライスの需要喚起イベントで

トマトケチャップ

利用拡大

人手不足・食品ロス問題

解決型商品の提案強化

新 新

解凍せずにそのまま調理可能

人手不足対策や食品廃棄削減に寄与



国際事業 2023年度の主な施策

23
23出典：Tomato News
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14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

世界の加工用トマト生産・消費量（単位：百万㌧）

生産量 消費量

• トマト加工品への需要の高まりを成長に取り込むために、カゴメグループのネットワークを活かして

安定的な生産・調達を図る。増加するコストの適切な価格転嫁を行う

• 米国の堅調な外食需要を大きなチャンスと捉え、顧客ニーズに合わせた新商品を積極的に開発して、

新規の取引先を増やす



新事業の進捗
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２０２２年3月に発売した

「プラントベースオムライス」
DXASが提案するサービスの概要

• プラントベースフードのブランド「２foods」を展開する株式会社TWOとの共同開発商品第2弾を

4月に発売予定

• NECと設立した加工用トマトの営農支援を行う企業「DXAS（ディクサス）」では、

4月より、水不足問題の解決に貢献できる新サービスの提供を開始



ご清聴ありがとうございました。
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事前質問へのご回答

原材料価格やエネルギー価格の上昇への対応は。
価格改定で売上低下が懸念されるがどのように回復させるか。

業績が落ち込んでいますが、
今後も配当は出していきますか？
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